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研究成果の概要（和文）：子どものPTSDへの第一選択治療であるTF-CBTの人材育成のために、イントロダクトリ
ートレーニングを12回開催し（兵庫県こころのケアセンター、ラーニングコラボラティブ研究会、岩手医大／岩
手こどもケアセンター主催、合計495名）、その後コンサルテーショングループを6組（合計56名）開催した。コ
ンサルテーション受講者が実施したTF-CBTの前後評価では、我々の先行研究と同等の効果が認められ、終了後の
アンケート調査でも概ね良好な評価が得られた。
トラウマインフォームドケア普及のために、地域精神科医療機関、全国の児童相談所、日本小児総合医療施設協
議会加入施設を対象とした調査を実施し、報告した。

研究成果の概要（英文）：Provided 12 introductory trainings to train clinicians in TF-CBT, the 
first-line treatment for PTSD for children (sponsored by Hyogo Institute for Traumatic Stress, 
TF-CBT Learning Collaborative Japan, and Iwate Medical University/Iwate Child Care Center, total 495
 participants), and then 6 consultation groups were offered (total 56 participants). Pre- and 
post-assessments of TF-CBT conducted by the consultation participants showed similar effects to 
those in our previous study. The post-assessment questionnaires were generally favorable.
To disseminate trauma-informed care, we conducted and reported on a survey of community psychiatric 
institutions, child guidance centers nationwide, and children's general hospitals.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
子ども虐待や犯罪、大きな事故や災害などの被害に遭遇し、PTSDやトラウマ関連障害に苦しむ多くの子どもとそ
の家族を回復に導く治療法である、TF-CBTの人材育成に大きく寄与した。本研究で、我々の人材育成方法の有用
性が検証された。
また、精神医療、児童福祉、小児科医療の各領域におけるトラウマインフォームドケアの実態を調査すること
で、今後のわが国におけるトラウマインフォームドケア普及啓発の礎を築いた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 

１．研究開始当初の背景 

子どもの PTSD やトラウマ関連障害への第一選択治療であるトラウマフォーカスト認知行動療
法（Trauma-Focused Cognitive Behavioral Therapy, TF-CBT）は、わが国においてもその効果
が実証されている（Kameoka et al., 2020）。しかし、わが国で TF-CBT を実践できる臨床家はご
くわずかであり、人材育成が急務の課題となっていた。 

 また、TF-CBT のような専門治療を普及させるためには、関連領域に関わる臨床家や支援者が、
トラウマについての理解に基づいた支援を提供するための、トラウマインフォームドケア
（Trauma-Informed Care, TIC）の普及啓発も喫緊の課題であった。 
 

２．研究の目的 

 本研究Ⅰでは、TF-CBT の国内での有用な人材養成システムを構築することを目的とした。 
 本研究Ⅱでは、TF-CBT の持続可能な普及のために不可欠である TIC の概念を効果的に普及さ
せるために、精神医療、児童福祉、小児医療領域での実態を把握することを目的とした。 
 

３．研究の方法 

研究Ⅰでは、米国の人材育成方法に準拠し、TF-CBT の実践家に必須とされている、イントロ
ダクトリートレーニングとコンサルテーション（ウェブミーティング方式、1 回 1 時間、合計 12
回、定員 12 人）を提供し、コンサルテーション参加者が実施した TF-CBT の効果を我々の先行研
究と比較することで、我々のコンサルテーションの有用性を評価した。また、参加者へのアンケ
ート調査を実施し、我々のコンサルテーションが参加者のニーズを満たしているかどうかを調
査した。 
 研究Ⅱでは、①精神科診療所受診患者におけるトラウマ関連体験および PTSD 症状に関する横
断調査、②全国児童相談所におけるトラウマインフォームドケアの実態調査、③日本小児総合医
療施設協議会加入施設の ICU 担当者を対象としたトラウマインフォームドケアの実態調査、を
実施した。 
 
４．研究成果 
【研究Ⅰ】 
 兵庫県こころのケアセンターが主催した TF-CBT ウェブコンサルテーション受講者 39 名中 15
名が、研究期間中に 23 例の TF-CBT ケースを完了した（平均セッション数 18.4）。実施ケースの
ほとんどが子ども虐待ケースで、その他は、親の自死、性犯罪被害などであった。受講者が実施
した TF-CBT の前後評価を、我々が TF-CBT 開発者らから指導を受けながら実践した先行研究と
比較したところ、同等の効果量が示された（表 1、表２）。よって、我々が提供したコンサルテー
ションが有用であると考えられた。 
 兵庫県こころのケアセンターが提供したウェブコンサルテーション受講者へのアンケートで
は、34 名の回答が得られた（回収率 84.2％）。その結果、TF-CBT の各要素によって受講生の理
解度にばらつきが認められたものの、概ね良好な回答が多かった（表 3～７）。 
 岩手医大／いわてこどもケアセンターが実施したコンサルテーション終了後 5 か月後のフォ
ローアップアンケートでは、今後地域で TF-CBT を普及させていくにあたって、あるいは地域の
TIC の普及の程度について、さまざまな意見が寄せられた（表 8～12）。 
 さらに、TF-CBT ラーニングコラボラティブ研究会が主催した、イントロダクトリートレーニ
ング（3 回）受講後のアンケ―トでは、約 80 名が回答した。受講者の臨床経験年数は平均 10 年
で、約 8 割の人が「満足」または「概ね満足」したと回答した。多くの自由記述回答も寄せられ
たが、今後の TF-CBT の普及のためには、組織的な支援が重要であると考えられた。 
 
【研究Ⅱ】 
調査結果を下記のように発表した（予定を含む）。 
① 田中英三郎、西川瑞穂、大久保圭策、亀岡智美（2021）精神科診療所受診患者における逆

境的小児期体験と生涯トラウマ体験の頻度および PTSD 症状に関する横断調査．精神神経
学雑誌，123(7)，396-404． 

② 野坂祐子、亀岡智美、花房昌美他（2022）児童相談所におけるトラウマインフォームドケ
アの取組みの実態と課題－全国児童相談所の児童心理司対象の質問紙調査から－．子ども
の虐待とネグレクト，24(1)84-91． 

③ 三宅和佳子（2022）小児医療におけるトラウマインフォームドケアの普及啓発に関する調
査．第 21 回日本トラウマティックストレス学会（予定）． 

 
 
 
 



 

 

 
 

 
 

（表 3）参加者の性別と職種 

 
 

（表 4）経験年数と所属 

 
 
（表 5）コンサルテーションの枠組み         

 
 

 



 

 

（表 6）各治療要素の理解度 

 

 
（表７）受講後の変化              

 
 

（表 8）現在 TF-CBT を実践していない理由 

 
（表 9）コンサルテーションは役立ったか？ 

 
 

 

 

 



 

 

（表 10）コンサルテーションが TIC に役立ったか？ 

 
 
（表 11）地域の TIC について 

 
 
（表 12）コンサルテーションについて望むこと 
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